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令和２年度第１１回大学運営連絡会議事要旨 

 

日 時  令和３年３月１６日（火） １０時３５分～１１時４８分 

場 所  Web会議 

出席者  学長，渡理事，山下理事，寺本理事，岩本副学長・全学教育機構長，

山﨑副学長・事務局長，佐々木監事，板橋教育学部長，吉住芸術地

域デザイン学部長，樫澤経済学部長，末岡医学部長，豊田理工学部

長，小林農学部長，山下附属病院長，大島附属図書館長，高椋総合

分析実験センター長 

欠席者  なし 

陪席者  鯉川学長補佐，倉岡学長補佐，小野学長補佐，早瀨学長補佐，後藤

学長補佐，三島学長補佐，石松学長補佐，平部学長補佐，只木学長

補佐，上田学長補佐，田中学長補佐，西郡学長補佐，伊藤地域学歴

史文化研究センター長，池上海洋エネルギー研究センター長，郭シ

ンクロトロン光応用研究センター長，矢田肥前セラミック研究セン

ター長 

 

○ 学長より，令和２年度第１０回大学運営連絡会議事要旨の確認依頼があっ

た。 

【 報告・連絡事項 】 

（１）佐賀大学における第４期中期目標候補の選択について 

    渡理事より，第４期における中期目標については文部科学省から示さ

れる「大綱」より選択し，中期計画については選択した中期目標につい

て作成する仕組みに変更となった旨，中期目標大綱の概要，第４期中期

目標の選択方針，国立大学における第３期と第４期の相違点（見込），

佐賀大学における第４期中期目標の選択方針等について説明があった。 

    学長より，第３期までとは違い，第４期では全国の国立大学が同じ中

期目標の中から選択していくことから，各大学のアクティビティを単純

比較されることとなり，非常に高い成果を出さなければならず，また，

選択しなかった中期目標については，評価をされないことから，中期目

標の選択を各部局と協力しながら進めていきたい旨の発言があった。 

 

（２）令和３年度施設整備費補助事業の追加内示について 

 環境施設部長より，令和３年度施設整備費補助事業について，１月の

大学運営連絡会において報告したが，施設整備予定事業が追加された旨，

追加された施設整備予定事業の概要について説明があった。 

 

（３）統合報告書２０２０及び財務分析２０２０について 

    財務課長より，本件について，ステークホルダー向けに財務諸表をわ
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かりやすく伝えることを目的として，一部の国立大学では，大学のビジ

ョンに基づく中期目標を達成するために大学の特色ある取組み並びに財

務情報をまとめ，統合報告書を作成しており，また，統合報告書の作成

及びステークホルダー向けの発信状況については，令和２年度以降の運

営費交付金配分の共通指標（KPI）の一部となっていることから，本学

においても，既存の財務レポートを見直し，本学の特色ある取組みと財

務状況の両面から，わかりやすく発信していくことを目的に，令和元事

業年度決算の参考資料として，統合報告書２０２０を発行することとし

た旨，統合報告書２０２０及び財務分析２０２０の概要等について説明

があった。 

    山下理事より，統合報告書の一部に誤りがあったため，これらを修正

し，再提出する旨の発言があった。 

    樫澤経済学部長より，本資料を教員会議等で紹介したいため，セグメ

ントに関する元データを含めて，資料をいただきたい旨の発言があった。 

    吉住芸術地域デザイン学部長より，業務費全体に占める人件費が平均

値より低いことから，効率性が高いという話があったが，大学で働いて

いる者の一人として，これが本当に良いことなのかわからないが，大学

として，どう考えているのかについて質問があった。これに対し，学長

より，中期目標・中期計画にこのことが記載してあり，どのくらいの人

件費の比率を使うのか，どう分配するのかは大学の中で考えていくもの

であるが，今後，検討していきたい旨の発言があった。 

 

（４）その他 

   特になし。 

 

【 各学部等からの報告・連絡事項 】 

（１）活動現況等について月例報告 
   西郡ＩＲ室長から，月例データの分析に基づく気づき事項として，就職

内定状況調査について，今回から指標内容を変更した旨，各部局長からの

報告様式の変更を行った旨，説明があった。 

 

（２）その他 

   特になし。 

 

【 その他 】 

学長より，今回の大学運営連絡会で交代される委員等の紹介があった。 

学長より，次年度の定例会議の予定について，資料を確認いただきたい旨

の発言があった。 

以 上 


